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諫
早
市
長
要
請
行
動

去
る
八
月
二
十
六
日
午
後
一

時
三
〇
分
よ
り
諫
早
市
役
所
特

別
会
議
室
に
お
い
て
、
長
期
不

況
と
東
日
本
大
震
災
の
影
響
は
、

建
設
業
者
に
重
く
の
し
か
か
り
、

厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
建
設
技
能
者
に
、
仕
事
確

保
の
要
請
行
動
を
宮
本
市
長
以

下
六
名
の
部
課
長
に
対
し
要
請
。

我
が
方
か
ら
は
、
金
子
協
会
長
、

舩
津
・
�
谷
副
委
員
長
、
諫
早

支
部
協
会
官
公
需
業
者
会
村
山

会
長
他
八
名
が
出
席
。

市
長
発
言
要
旨

�
諫
早
市
で
は
下
水
道
関
係
を

中
心
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
の
関
係
で
留
保
さ
れ
、
二

億
二
千
万
円
程
影
響
が
出
て

い
る
。

�
建
設
業
は
地
方
で
は
重
要
な

位
置
付
け
で
あ
り
、
従
事
者

も
多
い
。
今
年
度
は
投
資
的

予
算
を
減
ら
さ
な
い
で
、
一

六
％
増
と
し
て
い
る
。

�
分
離
分
割
発
注
は
常
々
行
っ

て
お
り
、
気
づ
い
た
点
が
あ

れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

�
労
務
単
価
は
、
県
に
働
き
か

け
て
ほ
し
い
。

�
最
低
制
限
価
格
に
つ
い
て
は
、

今
は
九
〇
％
程
度
で
推
移
し

て
い
る
。

�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
経
済
波
及
は
効
果
的
と

思
う
が
、
諫
早
市
は
合
併
浄

化
槽
や
太
陽
光
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
お
り
、
検
討
課

題
と
の
答
弁
で
し
た
。

県
央
振
興
局
長
要
請
行
動

続
い
て
、
大
村
支
部
と
合
同

で
県
央
振
興
局
長
へ
の
要
請
行

動
を
県
央
振
興
局
に
お
い
て
、

午
後
二
時
五
十
五
分
か
ら
行
い

ま
し
た
。

県
央
振
興
局
側
か
ら
は
、
橋

口
局
長
、
他
四
名
の
部
課
長
が

出
席
。

要
請
書
に
基
づ
き
内
容
を
説
明

し
て
要
請
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
局
長
発
言
要
旨

と
し
て
は

�
国
の
公
共
事
業
費
は
対
前
年

比
△
五
・
一
％
で
あ
る
が
、

長
崎
県
の
公
共
事
業
費
は

三
・
八
％
増
で
、
要
望
を
踏

ま
え
、
執
行
し
た
い
。

�
分
離
分
割
発
注
は
従
来
か
ら

で
き
る
限
り
行
っ
て
い
る
。

�
設
計
労
務
単
価
は
実
態
を
反

映
し
た
形
で
行
っ
て
お
り
、

下
請
に
伴
う
元
請
か
ら
の
支

給
は
仕
様
書
で
規
定
し
て
い

る
。

�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
県
議
会
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
大
き
な
景
気
対
策
に

な
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
個
人
資
産
の
価
値
向
上

に
税
を
投
入
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

高
見
県
議
、
金
子
協
会
長
、

舩
津
・
�
谷
副
委
員
長
、
諫
早

官
公
需
業
者
会
代
表
、
大
村
支

部
伊
藤
仕
部
長
他
事
務
局
、
合

計
十
八
名
が
参
加
。

�

中
小
零
細
建
設
事
業
者
へ
の
工
事
発
注
に
関
す
る
要
請

�

工
事
発
注
時
の
分
離
・
分
割
発
注
へ
の
配
慮

�

設
計
労
務
単
価
引
き
上
げ
へ
の
配
慮

�

発
注
時
に
お
け
る
適
正
単
価
の
支
払
指
導

�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
等
の
要
請

�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

県
央
振
興
局
長
要
請
参
加
者

金
子
三
智
郎

舩
津

栄
市

�
谷

義
信

伊
藤

一
廣

村
山

保
征

山
本

茂

田
中

敏
満

古
川

春
樹

榎
並

信
男

林

一
範

上
野
美
喜
雄

川
田

洋
一

一
瀬

純
男

高
見
健
県
議

田
原

幸
一

大
賀

修
司

立
野

靖
也

諫
早
市
長
要
請
行
動
参
加
者

金
子
三
智
郎

舩
津

栄
市

�
谷

義
信

村
山

保
征

山
本

茂

西
山

和
之

田
中

敏
満

古
川

春
樹

榎
並

信
男

林

一
範

田
原

幸
一

大
賀

修
司

組
織
強
化
・
仕
事
確
保
・
特
定
健
診
率
向
上
を
！

八
月
十
九
日
の
島
原
支
部
を

ト
ッ
プ
に
、建
設
長
崎
十
五
支

部
で
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

支
部
大
会
は
、
去
る
七
月
に

開
催
さ
れ
た
建
設
長
崎
第
六
十

六
回
定
期
大
会
を
受
け
て
、
支

部
組
合
員
、
主
婦
会
、
青
年
部

な
ど
皆
さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か

け
て
県
下
十
五
支
部
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

島
原
支
部
大
会
は
、
支
部
長

あ
い
さ
つ
後
、
相
川
委
員
長
が

「
統
一
自
治
体
選
挙
お
礼
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
活

用
。
特
定
検
診
の
受
診
率
向
上

を
」
と
あ
い
さ
つ
。

推
薦
議
員
挨
拶
後
、
会
議
無

欠
席
者
表
彰
や
一
年
間
以
上
無

受
診
家
庭
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

議
事
は
、
平
成
二
十
二
年
度

の
支
部
活
動
経
過
報
告
、
会
計

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
後
、

平
成
二
十
三
年
度
の
支
部
活
動

方
針
（
案
）
で
年
間
拡
大
目
標

の
設
定
な
ど
組
織
対
策
を
初
め
、

住
宅
デ
ー
活
動
等
仕
事
確
保
の

取
り
組
み
や
社
会
保
障
・
労
働

安
全
対
策
等
の
提
案
、
支
部
会

計
予
算
案
提
案
と
支
部
新
役
員

選
出
が
行
わ
れ
、
新
役
員
を
代

表
し
て
支
部
長
あ
い
さ
つ
後
、

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
盛
会

裡
に
終
了
。（
関
連
二
面
に
掲

載
）
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建設長崎組合員・家族慰安
大運動会開催のお知らせ
と き ２３年１０月１６日� 午前１０時開会
ところ 琴海中部グラウンド

長崎市長浦町

中小零細建設事業者への工事
発注・住宅リフォーム事業助成等
諫早市長・県央振興局長へ要請

要請事項

組織強化で秋の拡大成功へ�
前期拡大行動期間（９月～１１月）

前期拡大目標
１３
７
１３
１３
１８
８
１６
２０
１２
１２
１９
１７
１５
１０
７
２００

支 部 名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
合 計

仕事とくらしを守るために
組織を大きくしましょう！
「数は力」。仲間の数を増やして影響力を高め要求実現に

つなげましょう。

多くの仲間の皆さんの
協力（紹介）が必要です！
組合員さん一人ひとりが持つ日常のつながりを拡大に活か

してください。

組合が大きくなれば、魅力・
メリットも充実・発展へ！
長建国保や共済など組合の事業は、数が増えれば充実・発

展につながります。

9

●前期拡大目標●

島原支部大会を皮切りに
各各支支部部大大会会をを開開催催

１ 毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）９月１５日発行建 設 長 崎第５５５号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�



中
央
支
部

大
浦
支
部

市
南
支
部

浦
上
東
支
部

島
原
支
部

佐
世
保
東
支
部

東
長
崎
支
部

浦
上
西
支
部

西
彼
支
部

大
村
支
部

佐
世
保
北
支
部

平
戸
支
部

諫
早
支
部

佐
世
保
中
央
支
部

北
松
支
部

開
催
日

九
月
一
日
�

会

場

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

参
加
者

九
十
五
名

支
部
長

内
野

幸
雄（
大
工
）

副
支
部
長

本
多

常
秋（
型
枠

大
工
）

〃

山
口

龍
志（
左
官
）

〃

樋
口

正
人（
大
工
）

〃

横
尾

寛（
石
工
）

〃

石
橋

廣
喜（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

担
当
補
佐

森

一
公（
専
従
）

開
催
日

九
月
六
日
�

会

場

大
浦
区
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者

五
十
名

支
部
長

田
上

義
高（
大
工
）

副
支
部
長

平
山

正
則（
大
工
）

〃

北
村

五
男（
左
官
）

〃

諸
山

克
吉（
硝
子
工
）

〃

竹
崎

初
雄（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

担
当
補
佐

森

一
公（
専
従
）

開
催
日

九
月
八
日
�

会

場

長
崎
南
商
工
会

参
加
者

六
十
三
名

支
部
長

山
本

秀
夫（
大
工
）

副
支
部
長

葛
島

俊
幸（
大
工
）

〃

小
宮

清
治（
大
工
）

〃

小
泉

雄
義（
大
工
）

〃

中
島

善
明（
大
工
）

書
記
長

城
下

大
輔（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
九
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

四
十
名

支
部
長

田
中

秀
則（
左
官
）

副
支
部
長

森

政
一（
大
工
）

〃

杉
山

達
美（
左
官
）

〃

田
川

和
博（
大
工
）

書
記
長

石
田

哲
雄（
専
従
）

開
催
日

八
月
十
九
日
�

会

場

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
石
川

参
加
者

三
十
名

支
部
長

木
之
田

隆（
大
工
）

副
支
部
長

本
田

岩
勝（
大
工
）

〃

山
田

哲
夫（
大
工
）

〃

菅

進（
大
工
）

書
記
長

立
野

靖
也（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
二
日
�

会

場

広
田
地
区
公
民
館

参
加
者

六
十
九
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男（
土
木
工
）

副
支
部
長

長
島

則
行（
大
工
）

〃

田
中

秀
幸（
左
官
）

〃

小
谷

守（
大
工
）

〃

迎

稔（
大
工
）

〃

天
羽

靖
雄（
大
工
）

書
記
長

古
井

宏
樹（
専
従
）

開
催
日

九
月
七
日
�

会

場

Ｊ
Ａ
古
賀

参
加
者

五
十
九
名

支
部
長

牧
島

貢（
大
工
）

副
支
部
長

里

澄
宏（
大
工
）

〃

岩
永

和
範（
左
官
）

〃

本
村
美
喜
男（
大
工
）

〃

尾
上

正
範（
左
官
）

書
記
長

江
頭

孝
一（
専
従
）

担
当
補
佐

澤
山

敬
子（
専
従
）

開
催
日

八
月
三
十
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

七
十
二
名

支
部
長

古
川

勝（
左
官
）

副
支
部
長

村
岡

広
明（
左
官
）

〃

佐
藤

昭
彦（
塗
装
工
）

〃

井
上

義
満（
大
工
）

〃

木
下

広
次（
大
工
）

〃

山
崎

司（
大
工
）

〃

山
形

信（
大
工
）

書
記
長

池
田

剛（
専
従
）

開
催
日

九
月
五
日
�

会

場

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者

八
十
一
名

支
部
長

松
林

満
男（
左
官
）

副
支
部
長

植
田

勝
次（
瓦
工
）

〃

石
橋

洸（
建
具
工
）

〃

井
手

保（
左
官
）

〃

岩
崎
喜
三
郎（
大
工
）

書
記
長

松
園

俊
輔（
専
従
）

開
催
日

八
月
三
十
一
日
�

会

場

支
部
事
務
所

参
加
者

九
十
二
名

支
部
長

伊
藤

一
廣（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

通（
建
設

事
務
）

〃

平
内

末
雄（
左
官
）

〃

上
野
美
喜
雄（
大
工
）

〃

川
田

洋
一（
大
工
）

〃

緒
方

末
広（
大
工
）

〃

中
尾

政
男（
大
工
）

書
記
長

井
関

一
幸（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
四
日
�

会

場

中
里
皆
瀬
地
区
公
民
館

参
加
者

八
十
六
名

支
部
長

小
林

健
治（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

栄
治（
大
工
）

〃

柚
元

美
則（
大
工
）

〃

松
尾

正
明（
大
工
）

〃

松
山

新
二（
大
工
）

書
記
長

小
野

猛
範（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
六
日
�

会

場

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

参
加
者

六
十
一
名

支
部
長

寺
田

孝
弘（
大
工
）

副
支
部
長

林

敏
英（
大
工
）

〃

岡
田

眞（
左
官
）

〃

大
石

義
孝（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

建
設
長
崎
第
六
十
六
回
定
期
大
会
終
了
後
、
八
月
十
九
日
の
島
原
支
部
大

会
を
皮
切
り
に
、
九
月
九
日
迄
に
県
下
十
五
支
部
の
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
具
体
的
な
活
動
方
針
に
沿
っ
て
組
織
拡
大
、
仕
事
確
保
、
長
建
国

保
の
安
定
運
営
を
重
点
に
近
未
来
に
繋
げ
る
為
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
。

組
合
員
・
主
婦
会
な
ど
全
体
で
一
、〇
二
四
名
で
し
た
。

開
催
日

九
月
九
日
�

会

場

諫
早
市
勤
労
者
福
祉
会
館

参
加
者

八
十
二
名

支
部
長

樋
口

義
雄（
大
工
）

副
支
部
長

木
下

忠
明（
大
工
）

〃

田
崎

義
光（
大
工
）

〃

石
丸

久（
大
工
）

〃

中
村

太
司（
大
工
）

〃

後
田

博
幸（
建
具
）

書
記
長

大
賀

修
司（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
三
日
�

会

場

Ｊ
Ａ
さ
せ
ぼ

参
加
者

七
十
二
名

支
部
長

塚
本

芳
美（
大
工
）

副
支
部
長

末
吉

重
一（
大
工
）

〃

田
中

清
士（
内
装
工
）

〃

川
元

俊
彦（
大
工
）

〃

川
畑

章（
造
園
工
）

〃

本
田

秀
樹（
型
枠

大
工
）

書
記
長

西
平

博
之（
専
従
）

担
当
補
佐

小
野

猛
範（
専
従
）

担
当
補
佐

古
井

宏
樹（
専
従
）

開
催
日

九
月
二
日
�

会

場

サ
ン
パ
ー
ク
吉
井

参
加
者

七
十
二
名

支
部
長

須
藤

輝
久（
大
工
）

副
支
部
長

近
藤

力
也（
大
工
）

〃

坂
中

善
男（
左
官
）

〃

萩
原

正
清（
大
工
）

〃

池
本

勇（
塗
装
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
さささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

―
一
、〇
二
四
名
が
出
席

新役員が決定

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５５号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）９月１５日発行



昭
和
二
十
年
八
月
九
日
午
前

十
一
時
二
分
、
長
崎
市
浦
上
の

上
空
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
鋭

い
閃
光
が
走
り
放
射
能
を
含
む

熱
線
と
爆
風
が
長
崎
の
町
に
一

瞬
に
し
て
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。

何
が
起
こ
っ
た
の
か
わ
か
ら

な
い
ま
ま
に
奪
わ
れ
た
罪
も
な

い
命
。
ガ
レ
キ
し
か
目
に
映
ら

な
い
一
面
の
焼
け
野
原
、
長
崎

の
町
が
一
瞬
に
し
て
灰
に
な
っ

た
日
か
ら
、
六
十
六
回
目
の
夏

を
迎
え
ま
し
た
。

今
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
、
核
兵
器
の
な
い
未
来
を
創

る
為
に
根
気
強
く
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
る
事
。

同
じ
惨
状
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
建
設
長
崎
で

は
恒
久
平
和
を
願
う
平
和
活
動

と
し
て
、「
原
爆
殉
難
者
慰
霊

祭
」「
浦
上
川
万
灯
流
し
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
建
総
連
・
建
設
長
崎
慰
霊
祭
を
挙
行

〜
被
爆
者
の
冥
福
を
祈
る
〜

八
月
八
日
�
、
長
崎
市
松
山

町
原
爆
公
園
内
の
「
不
戦
平
和

の
塔
」
前
で
「
建
設
労
働
者
・

職
人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
」
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
設
長

崎
の
各
支
部
代
表
者
、
組
合
員

の
ほ
か
、
全
建
総
連
の
各
組
合

か
ら
参
列
を
頂
き
百
六
十
七
名

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
二
分
の
原
子
爆

弾
投
下
時
刻
に
あ
わ
せ
全
員
が

黙
祷
を
さ
さ
げ
、
全
建
総
連
の

田
村
委
員
長
、
広
島
建
労
の
安

元
委
員
長
、
建
設
長
崎
の
相
川

委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
献
花

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
続
い
て

三
十
五
県
連
・
組
合
か
ら
の
折

鶴
十
四
万
三
千
二
百
二
十
七
羽

を
献
納
し
ま
し
た
。

全
建
総
連
の
田
村
委
員
長
は

「
原
爆
は
一
瞬
に
し
て
多
く
の

命
を
奪
い
、
生
存
者
に
は
後
遺

症
の
苦
痛
を
与
え
た
。
過
ち
は

二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
。『
核
』
を
兵
器
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
二
度
と
核
を
使
わ
せ
な

い
と
い
う
新
た
な
決
意
を
固
め

る
」
と
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
建
設
長
崎
の
相

川
委
員
長
も
「
何
の
罪
も
な
い

乳
幼
児
や
お
年
寄
り
も
、
強
烈

な
熱
線
や
放
射
線
で
一
瞬
に
し

て
亡
く
な
っ
た
。
今
な
お
後
遺

症
に
悩
み
苦
し
み
、
生
涯
闘
病

生
活
に
耐
え
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
被
爆
者
も
い
る
。
ア
メ

リ
カ
は
依
然
と
し
て
核
性
能
実

験
を
実
施
し
て
い
る
。
被
爆
国

と
し
て
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
内
部
被

曝
や
低
線
量
被
曝
な
ど
健
康
不

安
が
拭
え
な
い
。
私
た
ち
は

『
核
』
と
人
類
は
共
存
で
き
な

い
と
い
う
一
貫
し
た
立
場
で
、

長
崎
の
地
か
ら
世
界
に
向
け
て
、

恒
久
平
和
を
訴
え
続
け
た
い
」。

と
誓
い
を
た
て
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
全
員
で
一

輪
菊
を
献
花
し
、
原
爆
犠
牲
者

の
御
霊
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

浦
上
川
万
灯
流
し

〜
鎮
魂
の
灯
火
に
平
和
の
願
い
を
込
め
て
〜

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
翌
日
の

八
月
九
日
に
は
、
浦
上
川
に
架

か
る
梁
橋
の
袂
か
ら
、
原
爆
の

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
を
慰
霊

す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
お

ろ
か
さ
や
、
平
和
の
尊
さ
大
切

さ
が
「
核
の
廃
絶
」
に
つ
な
が

る
事
を
祈
り
な
が
ら
、
万
灯
流

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
元
の
原
爆
殉
難

者
慰
霊
奉
賛
会
や
城
山
地
区
自

治
会
と
協
賛
し
て
、
夕
方
の
五

時
か
ら
組
合
員
、
主
婦
会
、
書

記
局
が
集
合
し
取
り
組
み
ま
し

た
。夏

の
暑
い
日
差
し
も
落
ち
、

ほ
ん
の
り
と
夕
闇
が
せ
ま
る
川

面
で
は
、
子
供
た
ち
の
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た

「
鎮
魂
の
灯
火
」
が
、
組
合
員
、

主
婦
会
の
手
に
よ
り
、
ひ
と
つ

づ
つ
い
か
だ
に
乗
せ
ら
れ
、
恒

久
平
和
を
願
い
、
浦
上
川
に
静

か
に
な
が
さ
れ
ま
し
た
。

被爆
６６周年

建
設
長
崎

相
川
委
員
長

全
建
総
連

田
村
委
員
長
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検査料金（税込）
２，０００円
２，５００円
１，３００円
３，３００円
２，５００円
３，５００円

検査項目（希望者のみ）
前立腺がん検査
胃がん検査（ペプシノーゲン）
大腸がん検査
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）
子宮頸がん検査（自己採取法）
喀痰細胞診（肺癌三日間蓄痰）

組
合
の
特
定
健
診
が
土
曜
日
や
日
曜
日
に
受
診
で
き
ま
す
。

平
日
に
受
診
が
む
ず
か
し
い
方
の
た
め
に
、
各
地
区
巡
回
健
康
診

断
は
、
土
・
日
や
祝
日
を
利
用
し
て
実
施
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
忙
し

い
組
合
員
の
皆
様
に
も
、
ご
自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
有
効
に

利
用
で
き
ま
す
。

巡
回
健
診
は
、
無
料
で
す
が
、
よ
り
充
実
し
た
検
査
が
で
き
る
よ

う
に
、
有
料
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
巡
回
健
診
実
施
予
定
会
場
》

巡
回
健
診
は
、
申
込
者
数
が
規
定
数
（
二
〇
〜
三
〇
名
以
上
）
に

満
た
な
い
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
各
支
部
窓
口
又
は
、
長
建
国

保
へ
お
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆巡回健診実施予定会場◆

◆対象者◆
長建国保に１年以上加入している４０～７５歳未満の方で、特定
健診受診券の交付を受けている方

◆健診に必要なもの◆
○受診券 ○質問票 ○保険証
○実費（オプション検査申込者のみ）

◆検査項目（必須）◆
身体計測・血圧・血中脂質検査・肝機能検査・血糖検査・尿
検査・痛風検査・胸部Ｘ線検査・問診・視力・聴力・貧血検
査・心電図検査

◆自己負担◆
上記検査項目（必須）を受診券で受診した場合に限り自己負
担はありません。但し、選択検査（希望者のみ）については、
検査料金については全額自己負担（当日現金払）となります
のでご確認の上、お申込下さい。

◆申込方法◆
ご希望の健診会場を選択の上、所定の巡回健診申込書を申込
締切日までに組合窓口へ提出して下さい。
（郵送又は FAXでも受け付けています。）

◆オプション検査◆（有料：全額自己負担）

平成２３年度特定健診実施医療機関追加のお知らせ
平成２３年６月末の時点で、平成２３年度特定健診実施医療機関として以下

の医療機関が追加になりましたので、お知らせします。

《
法
人
事
業
主
の
皆
様
へ
》

健健
康康
保保
険険
適適
用用
除除
外外
のの
申申
請請
をを
！！

健
康
保
険
法
に
よ
り
、
法
人
事
業
所

（
従
業
員
五
人
以
上
を
有
す
る
個
人
事

業
所
含
む
。
以
下
「
法
人
事
業
所
等
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険

（
健
康
保
険
と
厚
生
年
金
加
入
、
各
保

険
料
負
担
は
事
業
主
と
従
業
員
と
の
折

半
）
の
強
制
適
用
事
業
所
と
な
り
、
そ

の
事
業
主
に
は
年
金
事
務
所
へ
の
届
出

（
加
入
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
、
法
人
事

業
所
等
の
事
業
主
は
、
健
康
保
険
適
用

除
外
の
承
認
申
請
を
所
轄
の
年
金
事
務

所
に
対
し
て
行
い
、
同
所
の
承
認
を
受

け
る
こ
と
で
、
健
康
保
険
の
適
用
は
除

外
さ
れ
長
建
国
保
と
な
り
ま
す
が
、
年

金
は
厚
生
年
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

�
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
組
合
員

が
法
人
事
業
所
等
の
事
業
主
と
し
て

事
業
を
営
む
場
合
。

�
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
組
合
員

が
五
人
以
上
の
従
業
員
を
有
す
る
個

人
事
業
主
と
な
っ
た
場
合

�
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認
を
受
け

て
い
る
事
業
所
内
で
新
た
に
雇
用
し

た
従
業
員
を
長
建
国
保
の
組
合
員
と

し
て
加
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

▼
未
申
請
者
は
資
格
喪
失

健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認
申
請
を

行
わ
な
い
場
合
は
長
建
国
保
の
組
合
員

（
被
保
険
者
）
と
し
て
は
加
入
資
格
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
長
建

国
保
に
継
続
加
入
す
る
に
は
必
ず
健
康

保
険
適
用
除
外
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認
申

請
に
応
じ
な
い
者
は
長
建
国
保
の
資
格

喪
失
（
脱
退
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
健

康
保
険
適
用
除
外
の
承
認
申
請
を
し
て

い
な
い
事
業
主
組
合
員
は
、
早
急
に
所

定
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

年
金
事
務
所
の
承
認
を
受
け
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
組
合
各
支
部
、
又

は
長
建
国
保
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

組合指定温泉施設の料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更のお知らせ
８月号新聞にて、運営会社変更に伴い一部契約解除し、再度打診するとしており

ました組合指定温泉施設であった『喜道庵』について、再度契約が締結出来ました
のでお知らせし致します。それに伴い、料金が以下のように変更になっております。
規定料金が下がった他、メンバーズカードが使えなくなっております。よろしくお
願いします。
また、同じく８月号新聞

にてお知らせしておりまし
た『湯処なごみ』について
も、詳細が分かり次第新聞
にてお知らせ致します。

～巡回健診のお知らせ～◎国 保 だ よ り◎

喜道庵（平成２３年８月現在）利用料金
利用者負担額
１，２００円
７００円
０円

補助券額
▲３００
－
－

割引額
－
－
－

規定料金
１，５００円
７００円
０円

大人
小人
幼児

申込締切日

平成２３年９月２２日

平成２３年９月２２日

平成２３年９月３０日

平成２３年１０月５日

平成２３年１０月５日

平成２３年１０月１９日

平成２３年１０月２６日

平成２３年１０月２６日

※実施会場につきましては、申込者数の状況や会場予約の関係上、変更させていただく場合があります。
※９月２４日�島原文化会館、並びに９月２５日�ビッグＮスタジアムは中止となりました。
※９月２３日�諌早文化会館は予定通り実施させていただきます。

会 場

佐々町文化会館

平戸市文化センター

ビッグＮスタジアム

東彼杵町総合会館

佐世保市民会館

長崎南商工会本所

大村市民会館

時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後３時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

実 施 日

平成２３年１０月２２日�

平成２３年１０月２３日�

平成２３年１０月３０日�

平成２３年１１月５日�

平成２３年１１月６日�

平成２３年１１月１９日�

平成２３年１１月２６日�

平成２３年１１月２７日�

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バ
リ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打た
せ湯、サウナ、寝湯、休憩
室

大浴場、露天風呂、サウナ、
岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打
たせ湯、ジャグジー、シャ
ワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウ
ナ、水風呂、露天風呂、タ
ル湯

屋久杉風呂、檜風呂、露天
風呂、サウナ、岩盤浴（別
料金）

天然温泉、露天風呂、人工
炭酸温泉、岩盤浴、貸切風
呂（別料金）

サウナ、冷水風呂、壷湯、
ジェットバス、寝湯、塩サ
ウナ、家族風呂、シェイプ
アップバス

露天風呂、ローマ風呂、檜
風呂、寝風呂、ジャグジー
バス、サウナ、家族風呂、
リラクゼーション

うずしお温泉美人の湯、露
天風呂、貸切家族風呂

露天風呂、展望風呂、タル
風呂、水風呂、サウナ、薬
草風呂、海草風呂、ジャグ
ジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、
ジャグジーエステ風呂、座
り湯、サウナ、岩盤浴（別
料金）、家族風呂（別料金）

所 在 地
電話番号

長崎市曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

長崎市野母町６９２‐１
０９５‐８９３‐１１３３

長崎市岩見町４５１‐２３
０９５‐８３３‐１１２６

西彼杵郡長与町岡郷２７６２‐１
０９５‐８８７‐４１２６

西彼杵郡長与町高田郷２８４
０９５‐８５６‐２６３１

西彼杵郡長与町高田郷２２８９‐２
０９５‐８５６‐２６１７

雲仙市小浜町雲仙３２０
０９５７‐７３‐３１３１

諫早市本野７‐１
０９５７‐２５‐８８２２

大村市森園町６６３‐３
０９５７‐５０‐１１２６

佐世保市谷郷町５‐３２
０９５６‐２３‐６１７０

佐世保市崎岡町８５３‐１２
０９５６‐３９‐４８００

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

平戸市田平町野田免２１０‐６
０９５０‐５７‐１１１０

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円

４００円

１，２００円

７００円

０円

２５０円

３００円

１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

７２０円

３００円

５００円

３００円

２５０円

３００円

２００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

１５０円

３００円

３００円

３００円

３００円

補助券の額
（温泉券利用）

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

▲３００

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

５００円

－

７００円

４００円

１，０２０円

－

－

－

５５０円

－

－

９００円

－

－

－

－

－

６００円

３００円

６００円

－

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４００円

１，５００円

７００円

０円

５５０円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

１，２２０円

３００円

５００円

３００円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

６００円

３００円

１５０円

８００円

４００円

８００円

３００円

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（５歳以上）

幼児
（５歳未満）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
幼児

（６歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（４歳以上）
大人

（中学生以上）

６５歳以上

大人
（中学生以上）
小人

（小学生以下）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

本館

別館
ほたる
の湯
（※１）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙
スパハウス

いさはや
本野温泉
湯処なごみ

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※２）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県
央
地
区

県
北
地
区

●せとぐち外科クリニック
〒８５０‐０８４２長崎市新地町８‐１４
TEL０９５‐８２２‐１１０５

●井手外科医院
〒８５０‐００３４長崎市樺島町４‐１
TEL０９５‐８２２‐０６７０

（※１）いさはや本野温泉湯処なごみは、中学生以上しか入館出来ません。
別館ほたるの湯は、小学生以下３００円、中学生以上６５歳未満５００円、６５歳以上３００円でご利用頂けます。
但し、ほたるの湯に関しては割引制度はご利用出来ません。

（※２）毎月２６日「風呂の日」は規定料金が半額（大人３００円、小人１５０円、幼児８０円）となり、補助券の使用は出来ません。

■指定温泉一覧表■

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５５号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）９月１５日発行



市
南
支
部

島
原
支
部

木造建築物作業主任者講習開催のお知らせ

会 場
建設長崎諫早支部
（諫早市八天町２１－１１）
TEL ０９５７－２４－３８００

日 程
平成２３年１０月１３日～１４日（２日間）
午前９時００分～午後５時００分
（受付開始午前８時３０分より）

地 区

諫早地区

海
岸
美
化
活
動
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
親
睦
会

夏
の
暑
さ
も
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
八
月
二
十
八
日
�
、
市
南
支

部
で
は
毎
年
行
っ
て
い
ま
す

「
海
岸
美
化
活
動
」
を
、
今
年

は
香
焼
地
区
の

尾
ノ
上
海
水
浴

場
で
組
合
員
・

家
族
あ
わ
せ
て

三
〇
名
程
の
参

加
で
実
施
し
ま

し
た
。

尾
ノ
上
海
水

浴
場
は
、
幅
も

狭
く
、
見
た
目

に
も
ゴ
ミ
が
あ

ま
り
な
い
よ
う

に
見
え
、
す
ぐ

に
掃
除
し
終
わ

る
か
と
思
い
き
や
、
実
際
に
砂

浜
を
歩
き
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
っ

て
み
る
と
、
思
っ
て
い
た
よ
り

も
多
く
の
ゴ
ミ
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

木
の
枝
や
海
藻
な
ど
自
然
の

物
が
流
れ
着
く
の
は
仕
方
の
な

い
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ラ

製
の
包
装
紙
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
、
人
が
作
っ
た
も
の
が
浜

に
落
ち
て
い
る
と
い
う
事
は
、

誰
か
が
捨
て
て
い
っ
た
か
、
ど

こ
か
で
捨
て
ら
れ
た
も
の
が
流

れ
着
い
た
、
と
い
う
事
に
な
り

ま
す
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
ほ

ん
の
一
部
の
心
な
い
人
達
の
行

い
で
、
地
元
の
奇
麗
な
海
が
よ

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
今
年
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
、
照

り
つ
け
る
太
陽
に
も
負
け
ず
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
多
く
の

ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

毎
年
行
っ
て
い
る
こ
の
海
岸

美
化
活
動
、
無
く
な
る
と
少
し

さ
み
し
い
気
も
し
ま
す
が
、
い

つ
か
（
人
工
的
な
）
ゴ
ミ
が
一

つ
も
な
い
海
岸
に
な
っ
て
、
海

岸
美
化
活
動
を
し
な
く
て
も
い

い
日
が
来
て
く
れ
た
ら
と
心
か

ら
願
い
ま
す
。

ま
た
今
回
も
昨
年
に
引
き
続

き
、
海
岸
美
化
活
動
後
に
は
、

親
睦
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
山
本
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
を
皮
切
り
に
、
渇

い
た
の
ど
を
冷
た
い
ビ
ー
ル
で

潤
し
、
肉
、
野
菜
、
お
に
ぎ
り

な
ど
準
備
し
て
い
た
食
材
を
み

る
み
る
た
い
ら
げ
て
い
き
ま
し

た
。お

酒
も
入
り
仲
間
同
士
の
会

話
も
弾
む
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
た
八
月
最
後
の
日
曜
日
で
し

た
。

（
古
井
）

納
涼
親
睦
会
に
八
十
四
名
の
参
加

八
月
二
十
五
日
�
、
島
原
市

の
ガ
マ
ダ
ス
花
火
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
日
に
合
わ
せ
て

島
原
支
部
で
は
恒
例
の
納
涼
親

睦
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
も
大
人
五
十
九
名
、
子

供
・
幼
児
二
十
五
名
（
合
計
：

八
十
四
名
）
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
支
部
の
駐

車
場
か
ら
真
正
面
に
花
火
が
見

え
る
の
で
最
高

の
花
火
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。

支
部
の
駐
車

場
に
、
大
き
な

鉄
板
で
焼
い
て

食
べ
る
焼
肉
・

焼
き
そ
ば
、
生

ビ
ー
ル
・
カ
キ

氷
な
ど
の
屋
台

を
出
し
、
ビ
ン

ゴ
大
会
の
景
品

も
準
備
し
て
、

参
加
者
が
花
火
を
よ
り
一
層
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

八
時
三
十
分
か
ら
約
一
時
間
花

火
が
上
が
る
の
で
す
が
、
当
日

の
天
気
予
報
は
大
雨
で
上
空
に

は
大
き
な
雨
雲
が
有
り
八
時
に

は
激
し
い
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
花
火
大
会
は
中
止
に
な

る
の
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

開
始
時
刻
に
は
嘘
の
よ
う
に
雨

が
止
み
、
島
原
の
夜
空
は
六
千

発
の
花
火
で
色
鮮
や
か
に
染
め

ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
納
涼
親

睦
会
の
準
備
の
為
に
昼
過
ぎ
か

ら
来
て
く
れ
た
主
婦
会
の
皆
さ

ん
、支
部
役
員
、青
年
部
の
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

陰
で
参
加
者
皆
さ
ん
が
楽
し
く

過
ご
せ
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

（
立
野
）

そ
よ

か
ぜ

微
風
に
頬
を
撫
で
ら
れ
、魚
釣
り
を
楽
し
む

竹
松
第
一
分
会
キ
ス
釣
り

七
月
三
十
一
日

大
村
支
部

竹
松
第
一
分
会
で
釣
り
を
決
行
。

恒
例
の
釣
り
も
最
初
は
タ
コ
釣

り
で
し
た
が
、
不
漁
で
キ
ス
釣

り
に
変
更
。
朝
五
時
三
〇
分
空

港
の
橋
の
脇
の
船
着
き
場
か
ら

出
航
し
、
二
艘
で
沖
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
天
気
も
良
く
、
朝

の
海
風
は
冷
た
く
心
地
よ
か
っ

た
の
で
す
が
ま
ず
漁
場
に
着
き

ゴ
カ
イ
を
針
に
付
け
る
の
が
一

苦
労
。
松
尾
班
長
か
ら
優
し
く

厳
し
く
、
つ
け
方
を
教
わ
り
、

釣
り
を
始
め
ま
し
た
。
釣
り
上

げ
る
時
の
皆
さ
ん
の
嬉
し
い
顔

を
何
度
も
見
れ
て
、
釣
り
上
げ

る
手
ご
た
え
に
喜
び
を

感
じ
ま
し
た
。
十
時
迄

に
約
一
〇
〇
匹
を
釣
り
、

キ
ス
以
外
に
鯵
・
三
〇

こ
ち

セ
ン
チ
程
の
鯒
・
タ

コ
が
釣
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
五
名
と
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
楽

し
い
釣
り
で
し
た
。

（
そ
の
日
の

夕
飯
に
は
、

も
ち
ろ
ん
キ

ス
料
理
を
し

ま
し
た
よ
。）

（
山
口
好
美
）

木木造造建建築築物物作作業業主主任任者者講講習習開開催催ののおお知知ららせせ
現場作業に必要な標記の講習会を次の要領で開催します。是非、受講されますよ
うお知らせします。尚、１０名以下の場合は、延期する場合もあります。
開催日及び会場

受講資格
� 木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う屋根若しくは外壁下地の取付け
作業（次号において「構造部材の組立て等の作業」という。）に３年以上従事
した経験を有する者

� 学校教育法による大学、高等専門学校又は高等学校において土木又は建築に関
する学科を専攻して卒業した者で、その後２年以上構造部材の組立て等の作業
に従事した経験を有するもの

� その他労働大臣が定める者
講習科目
イ．木造建築物の構造部材の組立て、屋根下地の取付け等に関する知識
ロ．工事用設備、機械、器具、作業環境等に関する知識
ハ．作業者に対する教育等に関する知識
ニ．関係法令
講習料
建設長崎組合員 ６，０００円、組合員以外 ８，０００円（テキスト代込み）
受付方法
申請書、写真２枚（サイズ２．５�×３．０�）と講習料を１０月１１日迄に学院本部か各支
部で受付。締切り後の申込受付はできませんのでご注意下さい。
※学院発行の作業主任者手帳取得者は、加筆するので手帳も一緒に提出のこと。

問い合わせ先 長崎県建設技術専門学院本部
TEL０９５－８６１－９２６１

九州長崎支店０９５‐８２４‐１９１０

２０１１年１１月１６日�～１１月１８日� ３日間

博多港発着 飛鳥�クルーズ
紅葉の京都・舞鶴への旅
（大人お１人様／２名１室利用の場合）１２８，０００円～３９０，０００円

早割
（５／１６まで）
１０，０００円引き
１０，０００円引き
１０，０００円引き
３，０００円引き
３，０００円引き

－
－

３名１室

303,000
236,000
216,000
－
－
－
－

１名１室

780,000
414,000
416,000
214,000
205,000
179,500
166,500

２名１室

390,000
290,000
260,000
165,000
158,000
138,000
128,000

客室タイプ

Ｓロイヤルスイート
Ａアスカスイート
Ｃスイート
Ｄバルコニー
Ｅバルコニー
Ｆステート
Ｋステート

食事スケジュール

博多港にて受付後、飛鳥�乗船。
出港。船内にてクルーズライフをお楽しみください。

【ドレスコード：インフォーマル】
洋食 をご用意します。 【船中泊】

舞鶴港入港。自由行動。オプショナルツアー�～�
（有料・事前予約制）でお楽しみください。

舞鶴港出港。
夕食後、ショーやダンスをお楽しみください。
【ドレスコード：カジュアル】 和食 をご用意します。

【船中泊】

博多港入港後、下船。

時刻

９：３０
１１：００

８：００

１９：３０

１６：００

滞在地

博多港

舞鶴港

舞鶴港

博多港

日 程

１１／１６�

１１／１７�

１１／１８�

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

山
本

秀
夫

葛
島

俊
幸

小
宮

清
治

小
泉

雄
義

松
浦

良
二

三
浦

忠
男

濱
嵜

和
夫

太
田

武
造

今
井

佳
信

山
口

和
敏

武
次

哲
善

小
泉

祐
一

川
口

俊
博

濱
嵜

清
人

森
尾

利
助

島
内

淳

犬
塚

幸
子

小
泉
富
彌
子

武
次
十
三
絵

森
尾
佳
代
子

組
合
員
家
族
四
名

相
川
委
員
長

舩
津
副
委
員
長

田
上
書
記
長

大
村
支
部

■催行保証 ■添乗員同行 ■食事（船内滞在中）／朝食２回 昼食３回 夕食２回 ■ご旅行日程表は８日前頃お渡しします。
※本クルーズは近畿日本ツーリストのチャータークルーズです。郵船クルーズ発行の割引券、株主優待券はご利用できません。
※上記スケジュールは気象、海象、現地事情により変更になる場合もございます。予めご了承ください。
※博多港は中央埠頭もしくは箱崎埠頭のいずれかとなります。

■旅行代金表（大人・こども同額） 単位：円

釣れたぞ～！

さあ、釣るぞ！

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）９月１５日発行建 設 長 崎第５５５号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



大
浦
支
部

西
彼
支
部

佐
世
保
中
央
支
部

西
彼
支
部

浦
上
東
支
部

住
宅
デ
ー

〜
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
来
場
者
で
大
盛
況
〜

大
浦
支
部
は
、
八
月
二
十
日

の
土
曜
日
に
戸
町
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
一
角
に
て
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

開
始
直
前
よ
り
、

大
雨
が
降
り
だ
し
来

場
者
も
少
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
ま
し
た
が
、
次

第
に
雨
足
も
弱
ま
り
、

包
丁
砥
一
一
四
本
、

木
工
教
室
（
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
）
二

十
組
の
作
成
を
実
施

し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
仕

事
確
保
に
繋
が
る
住

宅
相
談
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
地
域
住
民
へ
の
宣
伝
活
動

は
十
分
に
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
組
合
員

の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

琴
海
分
会
住
宅
デ
ー

大
雨
警
報
発
令
の
中

包
丁
と
ぎ
二
百
六
十
二
本
�

西
彼
支
部
琴
海
分
会
で
は
、

恒
例
と
な
っ
た
住
宅
デ
ー
を
八

月
二
十
一
日
�
に
Ｊ
Ａ
村
松
・

長
浦
・
形
上
の
三
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
雨
警
報
が
発
令

さ
れ
、
強
風
、
雷
雨
の
な
か
、

準
備
も
思
っ
た
よ
う
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
余
り
の
雨
の

強
さ
に
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
午
前
九
時
を
過
ぎ
る
と

次
第
に
雨
も
弱
く
な
り
、
ぼ
ち

ぼ
ち
と
包
丁
を
手
に
お
客
さ
ん

の
姿
が
。

そ
ん
な
中
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
は
雨
に

打
た
れ
び
し
ょ
び

し
ょ
の
ま
ま
、
受
付

ら
れ
た
包
丁
を
一
本

ず
つ
丁
寧
に
研
ぎ
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

例
年
、
各
会
場
で

は
百
本
を
超
え
る
包

丁
を
研
ぎ
挙
げ
て
い

ま
す
が
、
雨
で
客
足

が
の
び
ず
予
定
よ
り

少
し
早
め
に
終
了
し

た
こ
と
も
あ
り
、
二
百
六
十
二

本
と
例
年
と
比
べ
少
な
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

雨
の
中
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
城
下
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

工
藤

是
正

田
上

義
高

北
村

五
男

諸
山

克
吉

古
里

治
夫

平
山

宏
三

川
原
喜
久
雄

梅
澤

利
久

小
野

義
龍

安
達

三
次

工
藤

大
介

中
村

英
則

相
川

政
敏

舩
津
副
委
員
長

田
上
書
記
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

山
崎

康
博

角
崎

豊

井
手

吉
一

井
手

正
己

石
橋

洸

山
下

繁
昌

柿
田

英
明

神
近

剛

森

進

松
山

義
廣

今
里

正
吉

藤
田

清

岸
川
久
美
男

岑
山

義
徳

道
平

政
文

井
手

一
男

岳
本

吉
郎

前
尾

辰
美

岸
山

正

山
中

茂

相
川

守

西
岳

安
洋

広
瀬

安
夫

松
尾

孝

浦
添

朝
夫

島
本

治

相
川

一
吉

小
野
田
国
夫

太
田

正
利

岩
下

敏
昭

吉
田

等

小
山

哲
男

石
橋

忍

溝
口

安
廣

岩
下

良
博

林

一
弘

毛
利

初
実

松
林

満
男

岩
崎
喜
三
郎

北
村
副
委
員
長

青
年
部
住
宅
デ
ー

八
月
二
十
一
日
�
、
早
朝
よ

り
激
し
い
雷
雨
の
轟
音
で
目
が

覚
め
た
そ
の
日
、
佐
世
保
中
央

支
部
青
年
部
主
催
の
包
丁
砥
ぎ

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
包
丁
砥
ぎ
、
実
は
会

場
の
ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ

ン
グ
に
見
舞
わ
れ
、

包
丁
を
研
ぐ
傍
ら
で

は
横
浜
の
全
国
大
会

へ
向
け
て
代
表
選
手

三
名
が
技
能
競
技
大

会
の
練
習
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
選
手
の

三
名
も
大
会
が
近
付

く
に
つ
れ
、
緊
張
感

と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
て

い
る
よ
う
で
真
剣
な

表
情
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

さ
て
、
本
題
の
包
丁
砥
ぎ
で

す
が
足
元
が
悪
い
中
に
も
、
会

場
を
開
い
て
す
ぐ
に
何
人
か
の

ご
近
所
さ
ん
が
包
丁
を
持
っ
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
家
の

補
修
を
お
願
い
し
た
い
と
言
う

お
方
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
り
青
年

部
員
が
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ

床
の
間
の
左
官
工
事
と
い
う
こ

と
で
、
残
念
な
が
ら
今
回
は
別

の
組
合
員
さ
ん
を
ご
紹
介
と
い

う
形
で
落
ち
着
き
ま
し
た
。

は
て
さ
て
、
程
無
く
し
て
県

外
ナ
ン
バ
ー
の
白
の
プ
リ
ウ
ス

が
ふ
ら
り
と
事
務
所
前
に
到
着
。

会
場
と
な
っ
て
い
る
県
北
総
合

会
館
は
西
九
州
道
の
み
な
と
イ

ン
タ
ー
入
口
の
す
ぐ
隣
に
あ
り
、

よ
く
有
料
道
に
乗
り
損
ね
た
他

県
の
車
が
迷
い
込
み
ま
す
。
よ

く
見
る
と
後
輪
が
パ
ン
ク
し
て

い
て
慌
て
て
運
転
手
を
呼
び
止

め
ピ
ッ
ト
イ
ン
。
包
丁
砥
ぐ
手

を
休
め
今
度
は
ス
タ
ン
ド
の
お

兄
さ
ん
の
よ
う
に
タ
イ
ヤ
交
換

を
始
め
る
青
年
部
員
達
。
釘
が

刺
さ
っ
た
ま
ま
高
速
に
乗
る
つ

も
り
だ
っ
た
運
転
手
の
方
は
迷

い
込
ん
で
却
っ
て
良
か
っ
た
と

安
ど
の
表
情
で
帰
路
に
つ
か
れ

ま
し
た
。

雨
上
が
り
の
午
後
、
取
り
替

え
た
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
走
行
中

外
れ
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、

包
丁
砥
ぎ
は
終
了
し
ま
し
た
。

皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
小
野
）

時
津
連
合
分
会
住
宅
デ
ー

〜
親
子
木
工
教
室
で
子
供
ら
に
優
し
く
指
導
〜

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
で

は
、
残
暑
厳
し
い
八
月
二
十
八

日
�
時
津
夏
ま
つ
り
会
場
に
お

い
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
。

今
回
、
人
事
異
動
に
よ
り
、

初
め
て
時
津
連
合
分
会
の
住
宅

デ
ー
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
午

前
八
時
よ
り
、
参
加
し
て
頂
い

た
組
合
員
さ
ん
や
主
婦
会
の

方
々
に
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
準
備
に
取
り
掛
か
り
、

午
前
九
時
に
は
既
に
包
丁
が
届

い
て
い
る
状
況
で
し
た
。

祭
り
会
場
ら
し
く
、
他
の
出

店
者
か
ら
の
依
頼
や
、
昨
年
、

一
昨
年
の
物
か
包
丁
に
テ
ー
プ

が
張
っ
た
ま
ま
の
物
が
多
く
あ

り
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

様
子
を
伺
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

研
ぎ
上
げ
た
包
丁
は
、
百
二

十
四
本
で
、
昨
年
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
親
子
木
工
教

室
も
開
催
し
、
す
の

こ
作
り
に
文
字
通
り

親
子
で
楽
し
む
方
や
、

子
供
さ
ん
だ
け
の
時

は
、
組
合
員
さ
ん
に

優
し
く
指
導
し
て
頂

き
、
百
十
四
組
の
す

の
こ
を
作
成
し
ま
し

た
。組

合
員
さ
ん
や
主

婦
会
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
毎
年
開

催
し
て
い
る
住
宅

デ
ー
が
、
地
域
の

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
「
建
設

長
崎
」
の
宣
伝
の
場
と
し
て
の

重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
事

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
の
住
宅
デ
ー
に
お
い
て
、

新
し
い
支
部
の
方
々
や
内
容
な

ど
多
く
の
事
を
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

暑
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
西
彼
支
部
担
当

松
園
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

瀬
尾

恒
太

本
田

英
樹

大
島

和
敏

瀬
尾

友
謙

田
渕

克
典

柿
本

憲
吾

本
田

隆

松
本

拓
馬

松
本

悠

石
田

竜
司

住
宅
デ
ー

小
雨
の
中
、

八
年
ぶ
り
に
女
の
都
で
開
催

九
月
四
日
�
午
前

九
時
か
ら
女
の
都
二

丁
目
公
民
館
に
於
い

て
住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

支
部
と
し
て
住
宅

デ
ー
は
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
昨
年

迄
は
山
里
地
区
や
三

川
地
区
の
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
ま
し
た
の
で
、

女
の
都
地
区
で
は
八

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
の
影
響
で
開

催
出
来
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、

曇
空
で
逆
に
暑
く
な
く
て
非
常

に
助
か
り
ま
し
た
。
途
中
に
雨

が
降
り
テ
ン
ト
の
中
に
避
難
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
包

丁
五
十
二
本
ま
な
板
十
一
枚
と

若
干
少
な
め
で
し
た
が
、
出
来

あ
が
っ
た
包
丁
を
嬉
し
そ
う
に

持
ち
帰
る
姿
を
見
て
毎
年
、
続

け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、

作
業
終
了
後
に
お
昼
ご
は
ん
を

食
べ
て
い
る
間
に
日
が
さ
し
て

き
て
、
テ
ン
ト
を
片
付
け
る
時

は
、
雨
に
濡
れ
る
事
も
な
く
無

事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
し
て
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
組
合
員
・
主
婦
会

の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

（
石
田
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

植
田

勝
次

井
手

保

中
尾

豊

嶋
本

清
孝

森

巽

若
杉

秀
明

高
木
栄
八
郎

川
林

満

草
貫

義
弘

菅
高

秀
明

松
野

春
男

堀
口

留
喜

高
見

賢
一

西
田

良
治

松
尾

哲
朗

川
久
保
秀
昭

砂
川
健
二
郎

浦
馬
場
幾
男

山
口

哲
朗

中
村

正
博

松
林

満
男

岩
永

亀
雄

岩
崎
喜
三
郎

小
串

民
雄

溝
上

啓
子

植
田
ヤ
ス
エ

一
瀬

博
子

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

田
上
書
記
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

田
中

秀
則

森

政
一

杉
山

達
美

田
川

和
博

増
田

啓
治

川
口

弘

坂
田

秀
司

下
峰

英
己

渡
部

政
徳

材
木

賢
一

田
村

敏
明

中
尾

馨

佐
藤

光
子

杉
山

廣
子

森

節
子

田
川

ヤ
エ

松
谷

文
子

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長
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